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１ 図162003年の冷夏（左）と2004年の猛暑（右）に
おける気圧と降水量の平年差（カラーの図は
口絵５を参照）
[胖豆
９０１２０ 
longiIude 
￣狐
､３５０３．５[mm/dayl 
1５０ 1８０ 
年に比べてB,舷(1Fである。特に2003fl2では、北
Ｊ１〔から南imiに、Ⅲ?｝i気圧、低気１１;、iTi気111とiliiん
でiWrします。これが冷夏のｲ|Kの特徴的な女(圧
のパターンであります。
さて、Ｉｉ１でこんな話をしたかというと、ｉ},,{暖
化したときに|]本の夏はどうなるか。今lHiは平
均的にどうなっていくかということを示したの
がIZ117です。ｉＩｒいところがｉＩＩｊのjＷえるところで
す。どうもl]本の|帆j前線のあたI)に剛がjＷえ
ている。これはなぜかといいますと、１つには、
熱ｲ'１;太平洋がエルニーニョに近い形でiMlqiが_上
がっていく。そうすると、ここに（図17におけ
る南の「高」の部分）高気圧ができるのが知ら
れております。エルニーニョのｲ|えにはriTuが多
いというｲ|重々の、過去の経験からも得られてい
るllIilh1です。
それから、今皮は北の力をみます。|鞭の〃が
海よりもINH度が｣主がりやすいので、｜鞭の空気の
liIjlまI〕が膨ﾘliしまして｣二の方で商気圧にな'〕ま
す゜それがIliljLによって流されてきて、オホー
ツクのところに商気圧性の変化が/'１る（lXll7に
おける北の「irli」の部分)。そうしますと、この
温暖化したときの気圧配樋の変化パターンは、
まさに、2003ｲ１Kの)ﾉ１７夏（図16左ｌＸ１）にそっくり
で、北東からifilUiに、高気圧、低交(1J：、ｉ{､舷(圧
と並んでいます。
したがって、先ほどいったようなjMlllから、
温暖化すると［1本の夏というのは気lTJiilliTでい
うとiｲｱ夏に近づいていくというように、、伐々は
地球シミュレータを１１lいて;lllかいiilii1:を１１:うこ
とにより、初めてＴｉｌ１ｌ１しました。しかも、我々
だけではなくて、気象庁の剣象Ii1｢究Iﾘiというと
図172100年における日本の夏の気圧と降水量の平
年差（kimoIo2005）（カラーの図は口絵６を
参照
ころも地球シミュレータをＭｉって11M暖化の計算
を行ってみたのですけれども、やはり彼らの計
卯:でも|同１じょうな傾向が/１１ました。こういうこ
とがわかってきた。
ところが、では冷夏になるのだったら、日本
は洲暖化しても涼しくなっていいですねという
かというと、残念ながら、世の''１はそのように
'１くはできておりません。やは})MIA暖化してい
ますので知仙はどんどん上がっていきます。
lxll8｣2lx|は、’1本の夏の平均気ｉＭをあらわし
たシミュレーションの結果です。2000年からぐ
っと」二がっていきまして、イli々の変助をしなが
らどんどん_上がっていくわけです。そうすると、
例えば2011t紀に「ことしはすごい記録的に暑い
叉でしたね」と言ったとしても、211m紀''１頃の
｢いや、ことしは最近にしたらlMj分ｉＩｉＬいですね」
というｲﾄﾞは、比べてみると余り変わらないかも
しれないと、恐ろしいことだと思います。
そのシミュレーション結果の''１で、Ｌ１Ｌ夏日を
シミュレーションのｌｌｌで数えてやりますと、図
l81flX1のように、どんどんウナギYfI)にl甘えて
しまいまた。将来、夏が今までよりも１ヵ月、２
力111Ｗえてしまう。冬はなくなってしまうかも
しれないぐらいの勢いであI)ます゜平均気温が
2℃とか３℃上がるというと、皆さん余I）ピン
と来ないのです。２℃とか３℃_上がってもいい
じゃないかと仁,別に九州に行けばそれぐらい暑
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いるかというと、ツ１６極的には危険な影響を避け
られるような温度に気温を安定化したい。つま
I〕、温暖化をどこかでとめたい。女(温｣ﾕｹﾞﾄを、
もうこれ以｣どこかで上がらないようにしたい。
できれば、それを安全なところでとめたいと言
っているわけです。
それが('１度なのというのが最近はよくＩＥＩ際社
会で議論されています。脳に地球の１M度は0.6℃
｣ﾕﾀ１.しているとか、最近、今fＩ２（2006年）なん
かは0.8℃｣z外したのではないかといわれており
ます。それを込みにして、産業jlIY命前を基準に
して１℃なのか、２℃なのか、３℃なのか、Ⅱ標
を決めましょうと。１℃でも結１Ｍ(k態系には影
粋が出ているので、本当は１℃でとめたいのだ
けど、もう既に0.6℃とか0.8℃上がっていて1℃
でとめるのは無理だねと。２℃ならできるかも
しれない。実は２℃を超えるあたりで、さまざ
まな温暖化の被諜人口が急にふえるというよう
な１１１１究結Ⅱ↓もありまして、２℃という'三1標が今
非端にｉｌｉＩ］されています。ヨーロッパなんかは
２℃でいきましょうという首脳級の合意ができ
たりしています。３℃を超えると、何か大変な
ことが起きてしまうかもしれないので、やはり
２℃にしたいところです。こういう議論をして
いるわけです。
’''1度にするかというのは客観的にはなかなか
決まりません。ある１つの彫響だけに注[1して、
(lil度でなくてはいけないというように科学的に
決めるのは離しいのですけれども、ｌ]標が(､1度
であったとしても、温暖化をどこかでとめると
いうことはどういうことかというil1liをします。
'1標が(I1Kliであるかにかかわらず、どれぐらい
ｲﾙll1liiを減らすと１Ｍ暖化がとまるか。
まず、どのように考えるかというと、気温上
昇がとまるためには大気'１１の二酸化炭素濃度が
もうこれ以｣孟墹えないようにしたい、濃度の上
ｹﾞﾄがとまってほしいと思うわけです。図19には、
たまたま１１＄|H1を入れていますけれども、これは
'11標によって前後しても差し支えありません。
このIlIIjも'1標によって上下して差し支えないの
ですが、Ｉ１ｉｌしるどこかで二酸化炭衆濃度がこれ
以上１Ｗえないようにしたい。そうすると、最初
の方にいった話を思い出していただきますと、
■
■
■
Ⅱ
己
〈」》（】皿）で〃ロロ（｛叩）Ｆ｜民』□【■｜・〔｜ご●）〔タグ』■ご■■
【頤００。（ログ』へタグ』へログ』（ログ」’（・〃」へタグ」（タグ』（タク」
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ＭＭ「
ＩｉｉｗＩＩｒｌＭ１ IAJW 
１９００１９２０１９４０１９６０１９８０２０００２０２０２０4０２０６０２０８０２１００ 
図１８日本の夏季平均気温の変化（上図）と、日本
の真夏日の日数の変化（下図)。いずれもシミ
ュレーションによる予測結果を示す。
いのだから、旅行にずっと行っていると思えば、
そんなの１Ｍ暖化しても大したことないと思うで
しょう。しかし、このようにみると、たまたま
ある１１、きのうよ}）２℃温度が_上がっても大し
たことないし、1週'''１、九州に旅行へ行ってい
ても大したことないですけれども、flillll平均で
通じて２℃とか３℃ｉＭ度が_上がるというのは、
相当気候が変わるのだということは爽感できる
のではないかと思います。
つぎに日本の降水』1ｔをみますと、平均降水｣,（
は少しjＷえます。やはりシミュレーションの''１
で[1本の豪|《|:iを数えました。;細jも11,,(lljI化する
とどんどんふえるlqil(１にあ}〕ます゜１つには、先
ほどいったような気圧の変化が|師|:iの｣をリ|くよ
うな（ターンになるということと、もう１つは、
温暖化すると大気''１の水蒸気がjViえますので、
同じようなIHB《(圧が来てもたくさんiil:iが降ると
いう両方の効果によると思います。
１６．温室効果ガスの排出をどのくらい減らせば
よいか
国述気候変11山枠組条約という大きな条約があ
りまして、京HlI議定聾はその''１の一部です。ｌＩｌ
速貴(朕変動枠組条約というのは何を１１標にして
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第２に、気iMl:ﾀｨ.』itの将来Y'１１(||には不確かさ
がありますけれども、イ《確かさを減I)つつあI）
ますし、減らすよう頑ﾘＩｉっています。
第３に、ｉＭ暖化による人'''1N:会への様々な悪
影響が懸念されています。［1本も例外ではあI）
ません。Ｍ１暖化によって[1本の夏も響くなりま
すし、iiljも1Ｗえますし、蕊iJjもjＷえますし、天
気も悪くなります。
lii後に、人気''１のCO21illI度を安定化させるため
には、いずれ|ﾙﾉlljitを大幅にW||減する必要があ
ります。
将来矛11111に限らず、科学というのは必ずある
程度の不確かさがありまして、我々が自然を全
部jll1解したと思ってもまだ何かわかっていない、
考え落としがある可能ｆｌｉというのは術にありま
す。そういう意１１１tでは、矛illllを含め》M暖化のEI1
解というのは、待っていても、いつまでたって
も100％にはなりません。ある栂度わかったとい
う状態に今は来ていると),llいます。もっとわか
るまで待ちましょうという|F1もありますが、多
分これから呪れる彫騨を考えると、そう悠長に
いっていられるj》谷ではあI)ません。
では、どうしたらいいのか。僕がこのお話を
すると、いつも、「では、どうしたらいいんです
か」といわれて、「もうきょうはlllFlH1が終わりな
ので……」といってごまかして帰ってしまうの
ですが、多分そういうiiliは111斐沼さんがしてく
ださったのではないかと思いますので、きょう
はごまかしてl1ii}I〕たいと思います。どうもご清
聴ありがとうございました（|｢'千)。
応答の大きさ
陸氷の融解に
よる海面上昇
海水熟Ib3Hに
よる海面上昇
気温変化
ＣＯ２濃度変化庭 ＣＯ２排Ⅲ且
５０年後1000年後
二酸化炭素排出凪に対する、濃度、気温、海
面上昇の応答（出所：IPCC第３次評価報告書）
現在
図1９
大気''１の濃度の変化はⅡ)した湿り|く吸った是で
すので、大気''１の浪度が一定ということは、自
然が吸ってくれる分と|同lじだけしかｲﾙ川できな
いというIﾘ11iW:な基i(１１が決まります。つまI)、こ
こから先の'1t界というのは11t界全体で、途｣垣１
も含めて、Ｉ芒I然が吸う二鹸化炭素の量と|両|じだ
けしか二酸化炭素は１１}せないというlllwです。
それは果たしてどれぐらいかということです。
図19のように、二酸化炭索のｲﾙlMiはしばら
く増え続けるでしょう。そこからギューつと減
らして、自然が吸ってくれる!i(、すなわち、現
在のlⅢ/Ⅱ量に比べて多く兄ｉＹｌもっても３iIll程度
に減さなければなりません。つまり、京hll議定
書というのは先進ｌＩｌが数％減らすという３１１iをし
ているのですけれども、究極|:|標を達成するた
めには１１１界全体が数＋％、二鹸化炭素の|ﾙlll量
を減らさないと温暖化はとまりません。これは
もう紛れもなく、ちょっと考えればだれでもわ
かるEl1屈としてわかっていることであります。
111界はこれに[Iを背けるのをやめて、現ﾘﾐ的に、
このようにするにはどうしたらいいだろうとい
う議論を始めています。このとき、気温の変化
は海洋の熱悩性があるのでじわじわと上がり続
けますけれども、大体とまってくれる。ただ、
海面-11鼎は、安定化してもじわじわと数千年と
まらないでしょうというようにいわれています。
１８．質疑応答
○司会荷ありがとうございました。Ｉ｢l斐i/|さ
んは、まさにどうしたらいいかという話をさ
れました。今ｌｉｌｌの識Ａｌｉに|)lＩして質１１１１ある方、挙
手をお願いします。
○学４ｋ海洋のコンベヤーベルトが弱くなる
可能性はあるが、今'１t紀''１の停止はまずない
ということですが、弱くなったり、とまった
りするというメカニズムはどうなっているの
かということと、今1M紀''１でなければいつと
まるのかということと、とまった場合には実
際どんな感じになるのかということをお'１１１き
１７．まとめ
本l]の話をまとめます。
第１に、〉M暖化はlUIiに起こっていまして、対
策をとらなければ|Ⅱ1題は'''１迷いなく深刻化しま
す。
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暖化の途中でもそれと同じことが起こるので
はないかということが心配されているので、急
にとまると氷河期が米るのではないかとか、そ
ういう話がある。
氷河１V)は、「デイ・アフター・トゥモロー」
という映画で、これがとまって氷河期が来る
ような話にみえるところがあったのですけれ
ども、実際、我々研究していると専門的な見
解としてはどうかというと、現在の世界''１の
いろいろなところがやっているシミュレーシ
ョンの結果でいいますと、急にとまるという
結果を出しているシミュレーションモデルは
今のところ一つもありません。ただ、より筒
liiな計算をしてやると、急にとまるという解
も出てくるのです。それ、どっちが本当かま
だわかっていないというのが実際のところで
すけれども、多分、少なくとも今世紀中に急
にはとまらないだろうと。いつ急にとまるか
もしれないというのは、ちょっとわかりませ
ん。
それで、何が起こるかというと、このよう
に氷iiillU1が来てしまうのではなくて、氷河lU1、
氷河)91といっているのは、氷河期から間氷期
になるときにこういうことが起こったので、何
か氷河期が来ると誤解している人がいるだけ
であって、これが仮に全部とまっても、ヨー
ロッパの温暖化が随分ましになるというぐら
いのはずです。
○司会打私も「デイ・アフター・トゥモロー」
をみました。なかなかおもしろい映画でした
が、｛ｉｔ後に短い質問、１件ぐらいあI)ますか。
－よろしいですか。
私から最後に短い質問なのですが、結局、
地球シミュレータを使って従来よりもメッシ
ュを細かくすると、一言でいうと、IPCCの第
３次報告書の予測と比べてどのぐらい信瓶性
は上がったのですか。
○江守一言でいうと、全球平均気温が何度
上がるかという予illllに関しては、信頼性は全
然_上がりません。それは先ほどずっと説IﾘＩし
た理[１１によります。何の信頼性が｣こがったか
というと、例えば梅iiIljがどうなるかとか、割
とそういうローカルなところが部分的にはよ
したいなと思ったのです.
○江守ありがとうございます。まず、コン
ベヤーベルトがどんなものかといいますと、図
２０は世界地図で、グリーンランドの周りに海
の水が深いところまでドボっと沈み込む場所
があるのです。南極のところにもあります。何
で沈み込むかというと、繭いからです。何で
敏いかというと、冷たくて塩分が高いからで
す。そういう水がドボっと沈み込んで地球全
体を、深いところをぐるぐると回って、浅い
ところに出てきてぐ－つと戻ってきて、大西
洋でいいますとメキシコ湾流で暖かくなって、
暖かい海水としてずっとヨーロッパの方まで
運ばれていくので、この暖かい流れがあるせ
いでヨーロッパは随分暖かいのだというよう
にいわれています。
温暖化すると、１つには、もちろん１M度が
上がる。もう１つには、シミュレーションで
おみせしましたけれども、中高緯度でiliが1Ｗ
える。雨がふえると海洋の塩分が薄まるとい
う２つの条件で、この辺の水が今よりも軽く
なってしまうということが考えられています。
軽くなると沈み込みにくくなる。
それで|Ｈ１題は、これが急に沈み込まなくな
って、この循環全体が全部ストップしてしま
うのか、どうなのか。これ、なぜそんなに心
配されるかというと、昔、過去の氷河101から
今の間氷101になるときの地質的な記録を調べ
てみますと、どうも今のIHI氷期にだんだん気
温が高くなってくる途１１で、この循環が急に
とまって氷河期に戻るような、物すごく急に
寒くなったという証拠があるというわけで、柵
「
図２０海洋ベルトコンベア（出所：|PCC第３次評
価報告書）
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り識諭しやすくなったと。
○司会者つまり、割と地域的なことに関して
は粕度が上がったという理解ですね。－よ
ろしいですか。
江守さん、ありがとうございました。もう
一度、拍手をお願いいたします。
(満場１'１１手）
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